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老人保健福祉施設における感染性胃腸炎患者の発生について

周南市,旅の老人保健福祉施殻において、下記のとおり感染性胃腸炎患者の集団発生が
ありましたのでお知らせします。
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１概要．

（１）発病月l:Ｉ４月１２口（火）から
（２）有淀者数'１月ユ９口税作一L2zfM入所香9:fi、職員３翁ソ．

・・（３）症状Ⅱ風吐、下痢.(璽症者なし）

２対応

周甫健康福祉･1ぞン夕､．-が、消亦方法等の衛生指瑚を実施

＜、、３その他．

●

【感染性胃腸炎の予防策】

間をj函じて発

①石けんでよ．<手を洗いましょう。
②感染した人の便やおう吐物には、直接触れないようにしましょう。

使い捨ての予袋やティッシュペーパー（キッチンペーパー）などを使って処分
しましょう‘，
p1MI叶物のあった床などは、孜版塩衆酸ナトリウム（塩素濃度0.02％:､市販の塩素

系深山剤は250倍に希釈）で浸サヲ‘1.うに拭き、１０分後Ir水拭きしてください。
③食品の取扱に注意しましょう。ｉ

食品は、中心部まで．よく力Ⅱ熱（85℃、１分間以上）しましょう。．
④調理器具はよく洗って、殺菌しましょう。

熱湯(85℃､･1分間以上）や塩素濃度0.02%の次照塩素酸ナトリウム（市販の塩素
系漂白剤を薄めたものなど）で殺雨しまし.Ｌう°．

. .(参考）．，

感染性胃陽炎とは．

．（.'）病原体；ウイルス(ノ皿ﾝイルス、ロクウイル.ｽ、腸待アデノウイルス等）
細菌（カンピ『'・パクグー、シIij原‘性火腸幽､‘サルモネラなど）．

（２）雛染維略:食品や水を介しての経口感染や吐物、便を介しての接触感染（二次感染）
（３）臨床症状：莞熱、下痢、唯吐、腹痛など

､

◆

●

q■

少０


